
 

たとえば 1 から１０までの和を求めます。 

 １＋２＋３＋４＋５＋６＋７＋８＋９＋１０＝５５ 

と求めることは可能です。でも、少し計算を簡単にすると 

１＋ ２＋ ３＋ ４＋ ５＋ ６＋ ７＋ ８＋ ９＋１０ 

１０＋ ９＋ ８＋ ７＋ ６＋ ５＋ ４＋ ３＋ ２＋ １ 

１１＋１１＋１１＋１１＋１１＋１１＋１１＋１１＋１１＋１１ 

反対向きにして加えると、全部１＋１０＝１１になります。 

その個数は １から１０まで １０－１＋１＝１０個 

１１が１０個で、求めたいのはその半分 

 １１×１０÷２＝５５ 

これを一般的にしましょう。 

1 から整数 n までとすると 

（１＋ｎ）が（ｎ－１＋１）個で、求めたいのはその半分 
                 ｎ（ｎ＋１） 
（１＋ｎ）×（ｎ－１＋１）÷２＝ 
                   ２ 

ｎ（ｎ＋１） 
                              
                      答え     ２   .     

◆問題  

 １から整数ｎまでの和を求める公式を作りましょう。 


